
一般質問の質問者順番と質問事項 

 

（令和７年 第２回定例会） 

質 問 順 位 ８   ８番 議 員    大 久 保 由 美 子 

質問事項１ 少子化はじめ人口減少対策と子育て支援について 

質問の要旨 

厚生労働省が公表した 2024 年の出生数は 72 万 988 人である。統計

を取り始めた 1899年以降、過去最少であり出生数の減少は９年連続で

ある。少子化をはじめ人口減少には様々な要因と課題がある。 

今後、少子化は今以上のスピードで進むことが予想され、引き続き人

口減少の対策が求められる。また、本町は少子化対策の一環として子育

て支援も積極的に取り組んでいるが、近年、保護者の負担軽減として保

育園でのおむつサブスクリプションを導入する保育施設が増えている

ことから、少子化をはじめ人口減少対策と子育て支援について問う。 

 

具体的な質問 

及 び 

質問の相手 

(１) 少子化をはじめ人口減少への対策について 

ア 全国的な出生数減少の要因を示せ 

イ 本町の出生数や若者流出に対する見解を示せ 

ウ 少子化をはじめ人口減少の課題と対策を示せ 

 

(２) 子育て支援について 

ア 町内保育施設のおむつ持参と処分の実態を示せ 

イ 基山保育園のおむつサブスクリプションに対す

る見解を示せ 

ウ おむつサブスクリプションの導入と併せて補助

制度の考えを示せ 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 
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質 問 順 位 ８   ８番 議 員    大 久 保 由 美 子 

質問事項２ 窓口の受付時間の短縮について 

質問の要旨 

近年、窓口業務の受付時間を短縮する自治体が増えている。方向性や

目的としては、開庁時間の短縮で適切かつ円滑な業務につなげること、

デジタル化の推進、コンビニでの証明書の取得促進、職員の働き方改革

等が挙げられている。近郊の自治体では、福岡県古賀市が令和７年１月

から開始している。本町の見解を問う。 

 

具体的な質問 

及 び 

質問の相手 

(１) 窓口受付の現状と課題を示せ 

 

(２) 受付時間の短縮に対する見解を示せ 

町 長 

 

町 長 

 

 


